
 

 

 

 

本ｄｅｒｆｕｌ
ホ ン ダ フ ル

！ 
～ 自分を 世界を 未来を  拓く ～ 

 

＜昨年度でアクティブハイスクール事業は終了しましたが 

本校の特色として実施しています＞ 

 

 

講演会 

「ミジンコ道楽」 
201５年３月１８日（水） 

講師 坂田 明 氏 

対象 1・２学年 

担当 ２学年本ダフル委員会 

 

著書「ミジンコ道楽」の中から 

「ミジンコに愛は通じるのか？」「モンゴル高原のミジンコ」を読み 

講演していただきました 

 



 

 

＊生徒の感想より＊ 

生物はジグソーパズルの一部であるというのが強い印象に残っている。 

多数の生物たちが現在の私たちの世界を構成していて、そこに存在している私たちは 

人間としての役割を見つけ全うしていきたいと思った。 

ミジンコの生態についてもそんなに知らなかったので、今日の講演会を通して 

知ることができて良かった。多様な生態系があってその一つ一つに価値観があり 

人間はそこに干渉できないのだと思った。 

 

「人間が人間として生きる」「ミジンコがミジンコとして生きる」 

そこに生命があって生まれた瞬間から死に向かって生きる…。 

生きていることがどれだけ大切なことかを知り、その魂を敬い、 

生き続けているモンゴル人の生き方がすごく尊敬できるものだなぁと思うし、 

改めて「いただきます」と言うこと言葉の重さを知った気がする。 

 

小さなミジンコが懸命に生きる姿や、全てを悟ったかのように無抵抗に捌かれる羊の 

姿から命の尊さを感じることができた。現代の僕たちは自然と触れ合う機会が少なく、 

生きる事の意味を見つけられていないと思う。だが、こうした動物たちの姿を見て 

何か学べることがあればどんどん取り込んでいきたい。 

 

「客観性というのは幻想だが大切な方便である」という一文に深いところで引っかかる 

感触を覚えました。ミジンコについても新たな発見がありとても面白かったです。 

ホーミーの何とも言えない音の深さと、今日披露していただいたサックスの音の豊かさが 

耳に心地良かったです。突然の質問にも丁寧に答えてくださってとても勉強になりました。 

 

「命は輝いている」という言葉が印象に残っています。人間は人間らしく 

生まれて人間らしく生きて人間らしく死ぬのが一番良いと知りました。 

だから「人間らしく」というのはどういうことか探していきたいです。 


